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1. はじめに
　ウシガエル（Lithobates catesbeianus）は無尾目

（Anura）アカガエル科（Ranidae）に属し（一般財
団法人自然環境研究センター 2019），アメリカ合衆
国東部・中部，カナダ南東部，メキシコ湾岸原産
のカエルである（一般財団法人自然環境研究セン
ター 2019）．日本国内には食用を目的とした養殖の
ため 1918 年にルイジアナ州ニューオリンズより横
浜港に到着したのが最初とされる（梁井 2003）．そ
の後，東京帝大附属伝染病研究所の池に移され（酒
向 1987），繁殖に成功したウシガエルが 1920 年に
農商務省菖蒲嘱託からの懇請により，茨城県と滋賀
県の水産試験場に分譲されている（酒向 1987）．こ
れ以降，副業を奨励する目的で各府県の水産試験場
及び農事試験場にもウシガエルが分譲されるよう
になり（鎌倉食用蛙養殖場 1927），全国各地へと広
がっていった．新潟県水産試験場（1931）の著書で
はホテルや特殊割烹店，外国航路船司厨部等での需
要があると紹介している．しかし，カエルを食料と
するのは当時の日本国民には抵抗があったようで部
坂（1925）の著書では「諸君は何故に魚鳥獣肉より
美味にして而も滋養に富んで，厘毛も要せず足につ
まづき，手にさはる程豊富である蛙を食さざるかと，
余は叱咤して見たい程，腹立たしいのであります」
といった記述がある．このことからも当時の日本国
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民が持つカエル食に対するイメージを垣間見ること
ができる．実際は増やしたウシガエルの大半が次の
卵を産む親蛙として売られていたとのことであるか
ら（千葉県立中央博物館 2000），日本国内でのウシ
ガエルの食肉利用は少なかったといえる．
　1932 年からはウシガエルの対米輸出がはじまる

（朝日新聞社 2017）．これをきっかけに輸出量を徐々
に増やしていったが（秋山 2014），第二次世界大戦
の影響で 1942 年～ 1946 年にかけてウシガエルの対
外輸出は途絶してしまい（秋山 2014），その間にほ
とんどのウシガエルの養殖場は閉鎖された（千葉県
立中央博物館 2000）．終戦後の 1947 年からはウシ
ガエルの輸出が再開される（朝日新聞社 2017）．こ
の頃には養殖されたもので無く，野生化したウシ
ガエルを捕まえるようになっていた（石上 1950）．
1950 年にはこれまでで最大の約 452 トンを輸出し
ており（秋山 2014），ウシガエルの乱獲による枯渇
が懸念され（安立 1951），50 匁以下のもの，オタマ
ジャクシ，卵等の捕獲禁止や生息適地に卵，オタマ
ジャクシを放流する等の保護がなされていた（石
上 1950）．しかし，1969 年に最大の取引先である
アメリカ合衆国へ輸出されたウシガエルから BHC

（農薬）汚染が発覚し，輸出が停止される（Nishino 

2012）．以降，輸出高はしだいに減り（千葉県立中
央博物館 2000），1989 年には大蔵省の発表する輸出
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統計資料の項目からウシガエルが消え（朝日新聞社 

2017），日本のウシガエル輸出産業は終焉を迎えた．
　現在ではほぼ日本全国に定着したウシガエルによ
る在来生物の捕食，在来のカエルとの競合が懸念さ
れ（一般財団法人自然環境研究センター 2019），問
題となっている．これを受けて各地域で駆除活動が
実施されているが（竹本・細谷 2014，上山 2018），
成体は，警戒心と跳脚力が強く（嘉手苅 2016），泳
ぎや潜水もうまいことから日本国内で最も捕獲が難
しい種類とされる（奥山 2002）．ウシガエルを資源

として利用し盛んに漁をしていた頃は多様な捕獲方
法が存在しており（Table 1），新潟県の鳥屋野潟で
は 1963 年，1964 年だけで合わせて 3 トンのウシガ
エルが捕獲されていた（農林省新潟統計調査事務所 

1964，1965）．こうした捕獲方法を学ぶことは，日
本国内におけるウシガエルの個体数調整を進めるう
えで役立つ可能性があるが既に当時を知る者は少な
いのが現状である．筆者らは新潟県にある鳥屋野潟
で実際に行われていたウシガエル漁の聞き取り及び
その再現を試みたので報告したい．

Table 1　ウシガエルに関連する漁法の記録．

捕獲方法 説明 地域 引用文献
すくい捕り 水面に曳き網を張り，ウシガエルを一ヵ所に集め，タモ網

を使って捕える．釣り捕りに比べウシガエルの体に傷がつ
かず，良品が得られる．

日本
　石川県

石上（1950）

釣り 夕刻，夜明け頃に赤い布の疑餌をつけてウシガエルを釣り
捕る．

日本
　石川県

石上（1950）

たたき針 たたき針でウシガエルを上から叩きとる．傷が多く，早く
死亡するのが欠点である．叩く際に大きな音を出すため，
近くのカエルが逃げてしまう不利もある．

日本
　千葉県

石上（1950）

二本ヤス この地方では二又のヤスが多く使われた．傷が深手になり，
ウシガエルが死にやすい．また，熟練しないと捕えにくい．

日本
　四国地方

石上（1950）

掛け釣り 鐘形の分銅に 4 本の釣り針をつけ，これを竿の先に紐でぶ
ら下げ，ウシガエルの頭の前方において下あごに引っ掛け，
釣り上げる．

不明 石上（1950）

掛け釣り 竿の先に 3 本の釣り針固定した釣り竿がある．ウシガエル
が途中で落ちやすいため，これを改良し竹竿と釣り針の間
にバネのうすい鉄帯を入れた物ができた．

不明 石上（1950）

釣り
・掛け釣り
・食わせ釣り

掛け釣り：竿に一分程度の道糸とし，ボラの掛け釣りに使
うイカリまたは大型掛け鉤寸五か二寸程度のもので引っか
けて釣る．
食わせ釣り：大きいミミズや昆虫類をナマズ針の様な大型
のものに付け，鼻先で躍らせるように誘い食いつかせて釣
る．

不明 鈴木（1962）

目くらまし
・掛け釣り

漁具はナマズのぽかん釣りで用いる鉤を 4 本用い，鉤の
袖の部分を束ねたものに鉛錘を取り付けて，掛け鉤とし，
30cm 程の道糸を 270cm 程の竹に結び付けた物を用いる．
漁は夜間にカーバイドライトまたは懐中電灯でウシガエル
を照らし，目がくらんだものを鉤で引き掛ける．

日本
　多摩川流域

安斎（1983）

目くらまし
・挟み漁具

離れた位置から徐々に光を当て，ボートでカエルに近づき，
竿の先端に取り付けられた二股状の金属バサミを突き出し，
挟み捕る．

不明 吉村（1990）
※小説

釣り 三本の針金を釣り針のように曲げて，錨のようにした道具
をつくり用いた．

日本
　石川県鹿島町

大門（2003）

釣りまたは
シャデ

釣りまたはシャデを使って捕えていた．
釣りの場合は針に小さなカエル，赤い布，セミ，ミミズ等
を付け，それを揺らして，飛びつかせて釣る．

日本
　石川県木場潟

大門（2003）

目くらまし
・モリ
・クワキ

頭にカーバイドライトを着けてウシガエルを照らし，目が
くらんだものをクワキと呼ばれる捕獲器にて挟み捕る．
護岸がコンクリート化した昭和 30 年代まではモリを使用
していたが，刃先が痛むためクワキに切り替えられた．

日本
　千葉県香取市

（十六島），霞ヶ浦，
鉾田，印旛沼，
手賀沼

加藤（1999）
秋山（2014）
秋山（2015）
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2. 調査地及び方法
2.1 調査地概要
　本研究の調査対象地である鳥屋野潟は新潟県新潟
市中央区に位置する潟湖である．現在，鳥屋野潟の
周辺は市街地となっており，潟沿いには住宅地の他
に新潟県立鳥屋野潟公園や新潟市立いくとぴあ食育
花育センター等の公共施設が整備されているがウシ
ガエル漁が行われていた当時の鳥屋野潟はマコモ

（Zizania latifolia）やヨシ（Phragmites australis）が
優占する群落，水田等が主な周辺環境を形成してい
た．なお，ウシガエル漁の再現は清五郎地区の潟
縁にて行われた．清五郎の潟縁はヨシやカサスゲ

（Carex dispalata）等の植物が優占して観られ，岸際
の水深は浅く，ウシガエルは岸との境目で多く観察
される．
　はじめて新潟県にウシガエルが持ち込まれたのは
1924 年のことであったと考えられる（岩沢 1968）．
当時，新潟県農務課の斡旋で茨城県水産試験場か
ら，変態したばかりの幼蛙 1,231 匹が新潟県内の養
殖場へと送られた（岩沢 1968）．これは農家の副業
を奨励することが目的であった（岩沢 1968）．1925

年には新潟県水産試験場に導入されたウシガエル
を 15 ヵ所の新潟県内市域希望者にも配布している

（新潟県水産試験場 1926）．その後も新潟県水産試
験場ではウシガエルのオタマジャクシを希望者に配
布しており（新潟県水産試験場 1928），結果的には
1 万匹を超えるオタマジャクシが配布されたが（千
葉県立中央博物館 2000），この時は佐渡を除いてウ
シガエルが定着することはなかったとされる（岩
沢 1968）．しかし，1948 年から 6 年間にわたり，水
田に増えたアメリカザリガニ（Procambarus clarkii）
を駆除する目的で再びウシガエルが新潟県に導入さ
れた（岩沢 1968）．導入先は鳥屋野潟や鎧潟，福島潟，
高田の堀，大潟の池である（岩沢 1968）．このこと
から，鳥屋野潟におけるウシガエルの侵入及び定着
は 1948 年以降であったと考えられる．1963 年には
新潟農林水産統計年報にて鳥屋野潟におけるウシガ
エルの漁獲量がはじめて計上された（農林省新潟統
計調査事務所 1964）．しかし，鳥屋野潟にいつから
ウシガエルが定着し，いつ頃までウシガエル漁が実
施されていたかについては不明である．

2.2 ウシガエル漁の聞き取り及び再現方法
2.2.1 聞き取り調査
　聞き取り調査は当時の経験を持ち鳥屋野潟漁業協
同組合員であった小林正芳氏と著者で鳥屋野潟漁業
協同組合員の大野，増井から鳥屋野潟におけるウシ
ガエルの定着年とウシガエル漁の衰退理由，鳥屋野
潟で用いられた漁具・漁法について聞き取りを行っ
た．

2.2.2 再現方法
　再現は 2020 年 7 月 13 日の 20 時頃から行った．
ウシガエル漁は当時の経験を持つ大野，増井により
実施したものを動画及び写真にて記録した．なお，
ウシガエル漁で実際に用いていた漁具は既に大野，
増井の手元には無かったため，新潟市歴史博物館み
なとぴあから借用したものを使用した．この他に，
かつてはバッテリー式の強力なライトをウシガエル
漁に用いていたとのことであったが現存しなかった
ため，LED 式の懐中電灯（株式会社オーム電機製，
Ledkaiser zoom LHA-YKS131WZ）で代用した．

3. 結果
3.1 聞き取り調査
　鳥屋野潟におけるウシガエルの定着年及び侵入に
至った経緯について聞き取りを行ったが詳しいこと
は不明で鳥屋野潟漁業協同組合員の先輩方からも聞
いたことは無いとのことであった．著者の大野，増
井がウシガエル漁を行っていたのは小学校高学年か
ら中学生の頃（1950 年代後半～ 1960 年代前半）で
中学校を卒業してからは漁に出ていないとのことで
あった．それ以降も鳥屋野潟でウシガエル漁を行っ
ているものは少なからずいたとのことであるが，い
つ頃まで行われていたかについての正確な情報は得
られなかった．
　ウシガエルの漁期は水田の雑草取りが落ち着いた
6 月から 8 月中旬のお盆頃までで日が沈んだ夜間に
漁へ出ていた．ウシガエル漁に用いられた漁具は竹
の先端に小型の捕獲器が取り付けられたもので，漁
具の名前は特に無いとのことであった．漁はバッテ
リー式の強力なライトでウシガエルを照らし，捕獲
器で捕まえていたとのことである．正確な収量は不

鳥屋野潟で行われていたウシガエル漁の記録
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明であったが多い時には一晩で麻袋いっぱいにウシ
ガエルが捕獲できたとのことである．捕獲したウシ
ガエルは仲買人が直接家に買い付けにきて，生きた
状態で運搬していった．得られた収入は生活の足し
や小遣いとしていたため，ウシガエルを自身で食す
ることはあまりなかったとのことである．

3.2 ウシガエル漁の再現
3.2.1 漁具
　新潟市歴史博物館みなとぴあから借用した漁具は
全長約 420 cm あった．大野，増井によれば，これ
は主に板合わせ舟を用いた漁で使用していたとの
ことである．舟を用いない場合はこれより短い 300 

cm 程度の漁具を使用し，田んぼの畔や潟の岸際と
いった陸地から漁をしていた．先端に取り付けられ
た捕獲器は二股の金属製で牙のような鋭いトゲが図
で言えば上側 2 対，下側 3 対（合計 10 本）ついて
いる（Fig. 1-A）．捕獲器はバネ仕掛けとなっており，
これを開きストッパーに固定した状態で使用される．
このストッパーに物がぶつかるとそれが折りたたま
れるように外れ，バネの力で勢いよく閉じる仕組み
である．

3.2.2 漁の再現
　ウシガエル漁は二人一組で一人が漁具を手に持ち
岸際をライトで照らして探索した．ウシガエルを発
見した際は一人が強力なライトを獲物に向けて照射
することで目をくらませ動きを止めた．そこへ漁具
を持った一人が近づき先端に取り付けられた捕獲器
のストッパー部分にウシガエルをぶつけ，バネの
力で挟み捕るといった方法であった（Fig. 1-B, C）．
捕獲器によって挟まれたウシガエルは上下に付いた
鋭いトゲがめり込んでいるものの，皮膚が非常に厚
く，取り外しても出血や皮に穴が開くといった外傷
は一切見受けられなかった．捕獲器から外されたウ
シガエルは即座に足をナイロン紐や周辺に生えてい
るマコモ，カサスゲといった植物を用いて縛られた

（Fig. 1-D）．縛り方はウシガエルの両足の付け根を
片手で抑え，足に紐を 2 周程度巻き付け，ひと結び
とするが，その際にほどきやすいように端を折り返
して輪に入れる．足を縛られたウシガエルはほとん
ど身動きができないため逃げられる心配が無く，生
かした状態で保持が可能となる．これを袋に入れ，
次のウシガエルの探索が繰り返される．

浅野涼太ら

Fig. 1　ウシガエル漁．A：先端の捕獲器，B：漁具を構えた様子，C：漁具で挟み捕られ
たウシガエル，D：カサスゲで足を固定されたウシガエル．
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4. 考察
4.1 鳥屋野潟で用いられた漁具・漁法
4.1.1 鳥屋野潟で用いられた漁具の特徴
　鳥屋野潟の漁具は千葉県や茨城県のウシガエル
漁で用いられているクワキ（加藤 1999，秋山 2014，
2015）と呼ばれる漁具に似た特徴を持っている．し
かし，秋山（2014，2015）が紹介したクワキは，上
下に付くトゲが 2 対ずつであるのに対し，鳥屋野潟
の漁具は上側 2 対，下側 3 対と形状に若干の違いが
みられた．鳥屋野潟で使用されていた漁具には名前
が無く，クワキについても聞いたことがないとのこ
とであった．従ってクワキとの関連性については不
明であるが似た形状，仕組みを持ち，類似性が極め
て高いことから鳥屋野潟の漁具もクワキが開発及び
改良されていく過程で製造されたものであると考え
られる．また，こうした仕組みを持つ漁具はウシガ
エルの原産国であるアメリカ合衆国でも古くから
魚やカエルを捕獲する目的で開発が進められてき
た（Norlund 1901, Pennock 1901, Sirard 1916, Odneal 

1952）．鳥屋野潟の漁具やクワキについてもアメリ
カ合衆国の漁具と似た仕組みを持つことから，開発
される過程で参考となった可能性も考えられる．
　石上（1950）はヤスやたたき針といった漁具を使
い，ウシガエルを捕えた場合，外傷により死亡する
個体が多いことを欠点として挙げている．一方で釣
りやタモ網を使った漁法は死亡するウシガエルが少
ないことを良い点としている（石上 1950）．これは，
商品を加工するまでの間，生きた状態を維持するこ
とが鮮度を保つうえで重要であったためと考えられ
る．鳥屋野潟で用いられた漁具は，捕獲でウシガエ
ルが傷つくといった欠点が補われており，加工や輸
出を考えたうえで優秀な漁具であったといえる．

4.1.2 鳥屋野潟で用いられた漁法
　鳥屋野潟のウシガエル漁はウシガエルを発見した
際にライトを当て，目のくらんだものを漁具で挟み
とるといった方法を用いていた．このようにライト
でウシガエルの目をくらませて捕獲する方法は，そ
れぞれ漁具は異なるものの日本各地で用いられて
きた（石上 1950，安斎 1983，周 2004，秋山 2014，
2015）．鎌倉食用蛙養殖場（1927）の著書ではアセ

チレン灯を用い，目をくらませてカエルを捕える方
法をウシガエルの原産地であるアメリカ合衆国の漁
法として紹介している．また，同著書内では，ア
セチレン灯を輸入し，カエルの捕獲に利用した結
果，好成績を上げたと報告にある（鎌倉食用蛙養
殖場 1927）．現在のアメリカ合衆国ではカエルの商
業用採集はほとんどが終わりを迎え，娯楽として諸
州で残る程度であるが（Phillips 1994），ライトでカ
エルの目を反射させ位置を把握し，ギグと呼ばれる
漁具や素手で捕える方法が現在でも用いられている

（Moler 1994）．従って，この漁法はアメリカ合衆国
から学び，日本各地に波及していったのがはじまり
であると考えられる． 

4.2 鳥屋野潟におけるウシガエルの定着と漁
の衰退理由

　ウシガエルの定着年及び侵入に至った経緯につい
て地元の漁師である大野，増井，小林正芳氏から詳
しい情報は得られなかった．これは，ウシガエルを
放すにあたり「秘密作戦」がとられたことが（岩沢 

1968）関係していると考えられる．この作戦は放し
たウシガエルが捕まるのを防ぐためにとられたもの
で，関係者以外には情報が伏せられた（岩沢 1968）．
当時の鳥屋野潟では漁師がウシガエルの鳴き声にお
どろき逃げ帰ってきた記録が残されている（岩沢 

1968）．このことから，地元の漁師にはウシガエル
の導入について情報が伝えられていなかった可能性
が高い．この秘密作戦がプラスに働いたかについて
は不明であるが，ウシガエルの分布は潟や池を中心
として急速に広がっていったとされる（岩沢 1968）．
岩沢（1968）の報告では鳥屋野潟でウシガエルを捕
り始めたのは 1963 年からとしている．しかし，本
研究から鳥屋野潟では 1950 年代後半から既にウシ
ガエルの存在を資源として認識し，漁が行われてい
たことが明らかとなった．
　新潟農林水産統計年報に鳥屋野潟のウシガエルの
漁獲量が示されていたのは 1963 年（農林省新潟統
計調査事務所 1964），1964 年（農林省新潟統計調査
事務所 1965）の 2 年間だけであった．それ以降は
ウシガエルの項目自体が除外されており（農林省新
潟統計調査事務所 1966，1967，1968，1969），いつ

鳥屋野潟で行われていたウシガエル漁の記録
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頃までウシガエル漁が行われていたのかについて
は聞き取りにおいても不明であったが少なくとも
1964 年まではウシガエル漁が鳥屋野潟で確実に行
われていたことが明らかとなった．
　鳥屋野潟でウシガエル漁が行われなくなった主な
理由として，乱獲や水質の悪化等によるウシガエル
資源の減少と需要の低下が考えられる．鳥屋野潟
では 1963 年，1964 年だけで合わせて 3 トンのウシ
ガエルが捕られている（農林省新潟統計調査事務所 

1964，1965）．また，1963 年ではウシガエルの漁獲
量が 2 トンあったのに対し（農林省新潟統計調査事
務所 1964），翌年には 1 トンと漁獲量が半減してい
る（農林省新潟統計調査事務所 1965）．半減した理
由については記されておらず定かではないが，要因
としてウシガエルの増加量を上回る捕獲圧が生じた
可能性が考えられる．茨城県の報告においてもウシ
ガエルの放流後は繁殖が良好であったが，その後の
乱獲で減少し，特定の地域を除き，採捕されなくなっ
たとある（加瀬林 1957）．このことから，鳥屋野潟
においてもウシガエルの過剰な捕獲による減少が生
じ，次第に漁の対象から外れていった可能性が考え
られる．また，鳥屋野潟では 1960 年代頃の高度経
済成長期から水質が急激に悪化し，1970 年代にピー
クをむかえる（吉川 2018）．ピーク時には水の汚さ
の指標である化学的酸素要求量（COD）が環境基
準値の 3 倍にまで達していた（吉川 2018）．こうし
た水質の悪化はウシガエル漁のみならず鳥屋野潟の
漁業全体の衰退を招いたと考えられる．これに加え，
1969 年には日本最大の取引先であったアメリカ合
衆国に輸出されたウシガエルから農薬汚染（BHC）
がみつかり，輸出が停止され（Nishino 2012），需要
が低下した．これらが重なった結果，ウシガエル漁
は鳥屋野潟で次第に行われなくなっていったものと
考えられる．

5. おわりに
　鳥屋野潟でのウシガエル漁に使用された漁具は，
ウシガエルを商品として傷つけずに捕獲できる優秀
な漁具であった．鳥屋野潟では、1950 年代後半か
ら少なくとも 1964 年頃まで漁具を用いたウシガエ
ル漁が盛んに行われており，収入源として地域の

人々の生活を支えていたことが明らかとなった．
　ウシガエルは現在，ほぼ日本全土に生息し，生態
系への負の影響が問題視され，駆除の対象となって
いる．鳥屋野潟でウシガエル漁が行われていた頃は，
特殊な漁具を用いて一晩で麻袋いっぱいのウシガエ
ルが捕獲されていたことを考えると，当時の漁法は
ウシガエルの駆除活動にも有効であったと考えられ
る．鳥屋野潟で用いられていた漁法は強力なライト
で目をくらませて，特殊な漁具で挟み捕るといった
シンプルな方法であったが，ライトで目をくらませ
て動きを止める手法は警戒心の強い成体を捕獲する
際に効率が良く，駆除活動においても役立つと考え
られる．また，探索の際にはライトで水面を照らし
ウシガエルの目を反射させることで，効率的に位置
を把握することができる利点もあった．残念ながら
当時使用されていたバッテリー式のライトは現存し
なかったが，本研究から LED 式のライトで代用が
十分可能であると考えられる． 

　鳥屋野潟で用いられた漁具はウシガエルを傷つけ
ることなく捕獲できることから，一般市民向けの駆
除活動でも扱いやすい漁具であると考える．しかし，
この漁具は現存するものが少なく，現在は入手が困
難な状況である．また，捕獲器には鋭いトゲが付い
ており，ストッパーから外れると勢いよく閉じる構
造であるため，誤って怪我をするリスクがあること
から使用する際には十分に注意をはらう必要がある．
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Records of Bullfrog hunting conducted at Toyanogata Lagoon
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Abstract: The bullfrog was introduced to Japan in 1918 to be farmed for human consumption. Japan began to export 

bullfrogs, which were important fishery resources for the nation, in 1932. However, the export was halted after bullfrogs 

sold to the United States in 1969 were found to have been contaminated by pesticides. Now, bullfrogs are being 

exterminated as invaders that threaten indigenous species. We conducted interviews regarding the bullfrog hunting 

carried out in Toyanogata Lagoon and tried to replicate the operations.

Key words: introduced species, hunting, wetland, hunting equipment, american bullfrog


